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政策分野別の取組

市民が主役の
まちづくり

（全分野共通の取組）

誰もが個性と能力を発揮
する機会が保障されてお
り、市民主体のまちづく
りが行われ様々な支え合
いの仕組みが整っている
「人と地域が輝くまち」を
目指します。

目 標

防災・防犯分野1
日頃から地域全体として災害や犯罪・事故等への備えが整い、安全・安心
に暮らせるまちを目指します。

目 標

環境分野2
市民一人ひとりに環境に対する意識が根付き、自ら行動することにより、
豊かな自然が大切に守られ、良好な環境の中で心地よく暮らせるまちを
目指します。

目 標

健康福祉分野3
誰もが生涯を通じてこころと体の健やかさを保てる環境が整い、安心し
て自分らしく暮らせるまちを目指します。

目 標

産業・経済分野4
力強く自立性の高い地域経済が構築され、生活の糧となる働く場を選択
することができ、生きがいをもって暮らせるまちを目指します。

目 標

農林水産分野5
なりわいとしての農林水産業や農山漁村に活力があり、そこから生み出
される多様な恵みを受けて豊かに暮らせるまちを目指します。

目 標

教育・文化分野6
学び高め合う環境が整い、まちの歴史・文化が誇らしく感じられ、心豊か
に暮らせるまちを目指します。

目 標

都市基盤分野7
暮らしと産業を支える機能的・安定的な都市基盤が整い、魅力的な空間
の中で快適に暮らせるまちを目指します。

目 標

三つの重点戦略

土地利用構想

暮らし 交 流産 業

めりはりのある
土地利用

人や物の移動を
支える交通ネット
ワークの構築

暮らしを支える
拠点の構築

序 章　計画の全体構成

○第６次総合計画の計画期間である 8 年間は、平成 17 年の市町村合併以後進めてきた取組の効
果を十分に発揮させ、市民の暮らしの豊かさを高めていく新たなまちづくりのステージへとス
テップアップする重要な時期となります。

○市では、新しい将来都市像に「すこやかなまち ～人と地域が輝く上越～」を掲げ、その実現に
向けて「市民の暮らしを大切にします」「市民とともにまちづくりを進めます」「まちの総合力
と求心力を高めます」を基本方針とするとともに、先に示した人口減少などの当市の課題によ
る影響を緩和・解消していく観点から「選ばれるまち 住み続けたいまち」をテーマにまちづく
りを進めていきます。

○具体的な政策・施策は、市民の権利を守り、住民活動を促進していくための取組を市政全般に
わたって推進する「市民が主役のまちづくり」と七つの政策分野で構成し、各分野で「すこや
かなまちのイメージ」を目標として掲げ、取組を進めていくとともに、「暮らし」「産業」「交流」
の三つの重点戦略の下で分野横断的・重点的な取組を進めていきます。

○また、土地利用構想に基づき、市民の暮らしを守り、次の世代にこのまちを引き継いでいくた
めの土地利用や、暮らしを支える都市機能と交通ネットワークの整備を推進します。
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